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【表紙画像説明】
銀河の中心に存在する超巨大ブラックホールの想像図．ブラックホールは周囲の物質を引き寄せて成長
し，ガスが円盤状に回り込む構造（降着円盤）や，その内側に広がる高温ガス領域，さらに一部の物質が
高速で噴き出す「ジェット」を形成する．その過程で生じる強い放射は，可視光や紫外線，X線，電波な
ど，さまざまな種類の電磁波として観測される．
【今月の表紙デザイン】
梅雨をイメージした傘と，今年 6月の天体イベント「金星と木星の接近」をモチーフに描きました．金星

も木星も太陽の周りを一定周期で公転しているため，地球から定期的に見える現象です．傘の左側にぶら
下がる形で木星と金星を描きました．金星（右側）の方が地球に近いため，少し大きく見えるそうです．
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